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『あいさつが上手』 

校長 梅田 佳美 

 

 「あいさつが上手ですね。」帷子小学校に来校される方々が必ず感想として言われる言葉で

す。大変うれしいことです。本当に帷子小学校の子どもたちはよくあいさつをしてくれます。 

 朝会では子どもたちの日頃の上手なあいさつを紹介しました。朝、登校の時に「あかるく・

元気にあいさつしてくれる子どもたちのこと。」廊下で会っても、教室で会っても「いつで

も、どこででもあいさつしてくれること。」出会ったときに「自分からさきにあいさつして

くれること。」あいさつした後「つづけてお話してくれること。」 

これらの素敵な姿は、あいさつした相手に元気やパワーを与えていることもお話しました。 

 お話の後、さらにあいさつが上手になったことは言うまでもありません。善い行いを進ん

で実行できる子どもたちです。 

 

 帷子小学校の子どもたちの素敵な姿は、街中でも見られました。６月 10 日、11 日には、

４年ぶりにお祭りが開催され神輿が出ました。１０日には子ども神輿も出ました。天王町の

商店街を中心に練り歩く子どもたちから元気な声が聞かれました。地域の 

行事に参加し、盛り上げる姿。素敵でした。神輿をかついで練り歩くと 

いう事をきっと大人になっても記憶にとどめておくことでしょう。子ども 

時代にどれだけたくさんの経験をしたかは、これからの人生をより豊か 

にしてくれることと思います。 

 

この地域に育つ子どもたちが、安心して成長できる街であることを実感しました。 

 コロナ禍で学校も地域もいろいろな活動が制限されていました。ようやく復活の動きがあ

ります。子どもの成長には学校と地域がともに協力して連携していくことが大切だとこのお

祭りを通して強く感じました。地域に愛され育った子どもたちだからこそ誰に対してもしっ

かりあいさつできるのだと思います。 

 これからも、地域の良さを感じこの街を愛する子どもたちに育つよう、学校でも地域とつ

ながる学習を大切に進めていきたいと思います。 


